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問. t ∈ Rについて

R(t) =

[
cos t − sin t
sin t cos t

]
, ρ(t) =

[
cosh t sinh t
sinh t cosh t

]
と置く．ここで，cosh, sinhはそれぞれ双曲余弦函数，双曲正弦函数である（共通資料などを参照のこと）．以下では
三角函数や双曲線函数の加法公式は証明せずに用いて良い．

1) 任意の t, s ∈ Rについて

R(t)R(s) = R(s)R(t) = R(t+ s), ρ(t)ρ(s) = ρ(s)ρ(t) = ρ(t+ s)

がそれぞれ成り立つことを示せ．

2) v =

[
v1

v2

]
, w =

[
w1

w2

]
∈ R2 について

⟨v | w⟩ = v1w1 + v2w2, ⟨v | w⟩′ = v1w1 − v2w2

と定める．
a) 任意の v, w ∈ R2 について

⟨v | w⟩ = tv

[
1 0
0 1

]
w, ⟨v | w⟩′ = tv

[
1 0
0 −1

]
w

がそれぞれ成り立つことを示せ．
b) 任意の t ∈ Rと，任意の v, w ∈ R2 について

⟨R(t)v | R(t)w⟩ = ⟨v | w⟩, ⟨ρ(t)v | ρ(t)w⟩′ = ⟨v | w⟩′

がそれぞれ成り立つことを示せ．

※ 手際よく記述しないと紙面が足りなくなるので注意すること．

※ 参考文献がある場合には最後にまとめて箇条書きで示すこと．
※ 裏面を用いても良いが，表面の末尾にその旨示すこと．また，裏面を用いる際には表面と上下が同一になるように
（左あるいは右綴じになるように）用いること．

（以上）


